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M古
^M

:

會
に
於
时
る
經
濟
生
活
發
達
の
過
程
に
僦
て

上
古
求
開
’
人
賴
稀
嘗
^
時
は
自
奪
必
嘛
物
は
.:'
@
か
.
^
^
^
;
に
通
し
^
豐
»
に
廂
在
^
た
‘れ
：ば
>

A
類

^

之

を

獲 

得
f

る
^
め
に
別
段

s
$
$
0
m
s
而
も
人
智
未
ゼ
具
ら
ず
、
慾
_
も
ま
た
«

め
そ
班
純
な
$
し
が
ば
、歌 

て
軿
賴
'3
:
作
"の
：勞
免
要
せ
ず
，
穴
^

#
獸
に
i

似
て
、
‘自
然
W
儘

：に

育

ち"
自
然
の
ま
>
に
：伸
び
、
全
⑷
本
能
に
支
：
 

:配
せ
ら
れ
た
必
生
粮
を
營
む
に
過
ぎ
ゆ
>
從
つ
て
衣
食
.の
問
題
の
如
き
も
、
た
で
寒
#
飢

餓

を

防

で

，に
.止

;̂
0
、

夫 

.

れ

以

猶

何

：
':
0
目

的

も
_
在

：6
«:
か

つ
'/
2
の
で
ゐ
る
。-
さ
れ
ば
，當
時
、
人
類
は
槪
ね
山
川
に
漁
樱
狩
獵
.し

：て
：
そ

め

衣

食 

の
縻
旁
策
め
ぐ
純
雜
た
汔
農
業
時
代
を
迎
ふ
る
ま

で
に
は
，
佛
諷
.狩
*
漁

機

時

，代

な

る

も

の

存

_

じ
て

>

M
始
社
會： 

.

に
於
.け
る
生
活
態
様
を
.ょ
ぐ
表
現
.せ
.
.る
は
、
.國
民
經
濟
發
達
達
段
階
を
.#
察
す
る
に
際
し
、
麗

0.

;®
に
ぁ
b
.て
も 

m
家
典
：に
之
を
認
む
'る
所
"
わ
が
_

に
於
て
も
又
そ
仍
I
を

r

に
.せ
る
こ
ど
は
"
：
古
事
記
"
日
本
着
紀
等
の
如
き
、 

話
.？
時
代
々
描
寫
せ
る
古
次
獻
に
ょ
つ
て
容
易
に
了
解
し
得
る
所
で
ぁ
る
。
以
下
そ
の
揭
0
消
息
を
考
究
し 

猶
吃
わ
：が
古
吡
;1
|
:會
に
於
け
る
經
濟
_
活
；發
達
の
過
程
に
'就
て
一
.個
の
推
定
を
下
さ
む
^
欲
す
る
も
の
で
ぁ
る
。
、
 

;
七
が
股
伯
趾
瀹
に
於
け
る
怦
濟
趣
活
が
"

い
か
に
節
犁
幼
稚
私
る
も
.の
に
：し
て
、
忪
も
跸
生
動
物
の
そ
れ
の
如
く
" 

成
姒
木
の
»
単
の
棄
を
猓
取
し
て
常
食
.ど
し
、
或
は
激
鳥
海
草
の
類
を
獲
傲
.し
て
生
活
し
猫
た
る
有
it
に
就
て
は
、
：
 

第v
l
$
l

卷

S
.六
®

宙
作
社
皙
じ
於
け
る
鸫
濟
生
渖
の
史
的
鸫
過
に
就

^

S
I
H

 

八

！

巧l b



-

笫
ニ
十
.：ニ

粉

.

C
l

 

H
-A)

说
代
社
會
！
1
,
於
け
，石
刺
濟
生
游
の
见
的
激
過
|-

就
て 

f

s

 

八
ニ

麵
ぬ
'

希
響
！i
Jb
:

卷
：に「

爾
仍：

邪
那
岐
命"

黑
御
W
を
ビ

て
投
棄

て

給
ひ
し

か

ば

，
办
ち
滞
デ
生
6

き
、
是
を
微
ひ
て

食
#

p
に
逃
•灯
行
き
ま
す
を
、
猶
逍
ひ
し
か
ば"

亦
其
の
右
.

の
御
灼
髮
に
刺
せ
る
涡
津
淨
間
櫛
を
引
か
_

き
.て
投
棄
て

齡
ひ
ん
か
ば
'

.

即
も
笋
氹
6

.

き
'

•

是
を
拔
き
食
む
側
に
逃
げ
行
き
ま
し
き
。
ま
た
後
‘

に
は
、
彼
の
八
のfi
t

神
に
、
千

瓯
谐
鉍
潢
泉
¥
を
副へ

て
追
は
し
.

め̂

、
爾
、
御
佩
せ
る
十
攀
劍
を
拔
，き
て
、
後
乎
に
抓
き
つ
逃
げ
來

.
ま
せ
る
を
"

猶

:©
ひ
て
贺
银
泚
浪
坂
め
坂
本
に
劉
る
時
に
、3!
:
の
*
本
な
る
桃
子
を
三
つ
ビ
り
て
、
待
ち
擊
ち
給
ひ
し
か
ば
、
悉

>
>
逃

け
诞
.
ゃ
^」

.Vi

.
•ど
、

i

出
て
ゐ
る
'
:が
：如
く
で
あ
る-
o

、こ
の
‘
蒲
子
,U

:

菊
顧
の
實
で
、
笋S

は
.
竹
，の
子
.
.の
事
‘で
，
あ

る

.
。

叉
■

夷
1

き
_

齋
朋
釆
皇
0

頃
斿
至
1

1:

さ
ベ
何
且
.

「

府
の
天
子
、
戬
が
使
人
に
問
ふ
"
蝦
夷
の
國
に
进
穀
あ
ト

.

や
，
我
が
彼̂

答

4
、
. 

4

れ
麵
し
パ
肉
を
食̂

て
：生
活̂

、
：#
@

天
：子
11

代
厕
ぶ
、
そ
矽
國
に
屋
舍
あ>

使
：來
答
へ.
て
_

<

:

げ

」

れ̂

し
？
深
也
の
中
、
樹
木
の
下
に
住
す

」
(

日
本
赛
紀
ゼ
_

い
^

の
#

猜
0

狀
猶
，

«

に
猿
類
0

そ
机
そ
相
亲
る
事
不
遠
、.外
來
天
孫
据
族
奶
文
化
は#
<

措
き
、
土
着
の®
®

A

.

稀S
:

生

.®

狀
.
態
_

為

斯
<

必
：如
き
有
様
で
あ•

介
こV

J
.、

思
は
れ
る
。

,

さ
4-
1

^

本
書
紀
は
、
，摄
衍
姻
四
屮
年
の#

に
於
て
、
同
じ
く
蝦
爽
の
土
俗
を
記
し
て
，
.

“

货
女
交
居
？
父
子
無V
別
。：

囊

宿
^

<

。

«

則
住
，
機
"

衣
，
毛飲

，
.

血
。
.

昆
弟
相
疑
。F

山

如

，
飛

禽

？
行

レ

萆

如

，

• 

0

0

承
レ
恩
則
忘
。
見v

怨
必
報
。
是
以
箭
藏
コ
頭
響

T

刀
佩u
衣
中
-0

或
聚
，
類
？而犯

u

邊
界
？
或
伺
i

桑
？：

以
略
乂
民
？*

則
隱
，レ
萆
。
追
則
入
レ
山
。
故
往
古
以
來
。
未

』
i

ft
-«
o

' 

ミ
述
t

T

ゐ
名
が
、
こ
0

灾
蔣
生
活
に
就
て
は.『

常
.

©

^

土
.

記』

の
中
の
茨
城
郡
の
條
に
も
、
そ
の
茨
城
な
る
縣
名
の

~

V 

る
 

_

.{
:

,
.
.
£
^
.
^
^

(

&-
.
^
.
.
-
^
,
て
at
s

、
に

.

ぐ

」

.■.い

ふ

ミ
^Q-

*
=
o
'

の 

述

.

V

 

て

.

:

'.
.

.

^

^海
”

昔
诳
年
彌̂

”

讪̂

桉
喺
で
野
念
佐̂

对
普
置
ミ
糊̂

窟
^

常
倨
ダ
穴̂

有
^

則
入
レ
窟
。
而
澈
之
；ッ

.

.

焚

去
.

。
®

讲
郊
拟
避
之
。
云

々
，

ビ

戈

戈
切
狱
%

も
も
ぐ
ら
に
も
似
て
、
末
開
人
の
常
に
自
然
の
#

祕
に
驚
畏
し
、
不
安
ビ
恐
慄
ミ
の
裡
に
生
辟 

せ
々
^

;1
<
灘
4
事
が
如
#
る
-0
で
あ「

る
。
又
通
&
錄』

は
.、
吉
跸
川
上
流
©
國
*
を
«
せ
て
、
同
じ
く
そ
#

'.
1
|
:
»

穴
店
©

生
游
を
な
し
衣
る
有
榇
食
孽
べ.
て
力
る
：が̂̂

其

爲
A

甚
淳
舯
也
。

海
取I

山
娘
，
食
：。

亦
煮u

蝦

夢

爲
=

上
味
？，.
名

日

，
％

西

，
其

土

戸

京

東

南

：

. 

之

ン

妒

山
.,
1

|

{

)

#

^吉
野
河
决
.

意
咨
深
ゾ
遨
路
鞅
螂
故
雖
レ
不
レ
遠-

1

於
京
？
本
希
%

喪

然

自
v
ft

達

 々

«

#

擎
ャ
ぬ
«

'±
1

^
土
毛
激
栗
菌
及
年
觀
之
類
焉
ッ 

ミ
：
#

る
が
、

こ
れ.y

ょ
つ
'て«

嫌
等
が
天
然
'生
め
果
贊
激
菌
の
赃
を
食
;|
-

]

に
採̂

ゐ
‘た
る
こ
§

妨̂

ら
れ
る
。

こ

.

の

古
_

穴
1

§
售

:|
;

聲

は
"

/

古
風
：土
記
れ
多.
<

之
淹
激
!1

し

营

：も
、
；
就

中

歷

得_

蜘
#
:
.§
.

珠

居

生

范

：
女

郡

«

せ
る
も
の
多
く
、
之
，を
例へ
:L
r『

-E

前
固
風
土
記
&

沌
郡
大
家
岛
に.
は「

_

0

«

i:
l

l

f

b
 

鐘
.:?
1

笑
木
'«

ゼ
あ
；^
.

.

藤
潴
郡
«

美
鄕
に
は「

爆
を
造
，り
て
隱6

居
6

」

小
城
郡
に
は「

费

此

の

村

に

土

蜘

蛛

あ

り

義，
 

を
.

つ̂

飞
て
隱
も̂

ま

た

奮

繼
»

出
.
記』

.
與
日
:[
0

郡
石
井
の
»

«

、
昔
土
_

«

^

そ
の
«

を
.

石
を
用
ゐ̂

土
を
以
て
造
り
た♦

位
始

め

之
*

. ®

卿

管

い

，へ

■々•
*

後
人
石
井
鄕
€

言
ひ
誤
れ
.

る
な
K

V

ヾ

」

し

，

速
爲
郡
の
條
に
土 

_

 

蛛
：一
 

j

.A
,0
_

 

め 
4

:

«

:

f
 

或
一
献#

行
天
！

f

の
漏 
_

^

::
l

>

て
®
；入
都 
0

_

®

卿
の
，
. 

名
の
：&
*

^

を
.

/ 
.

.

:

 ̂

2

^
 

0 

_。尺
S
寸
产
天
藉
祈
レ 

#

l

¥

i

 

Q

s

t

'咕
進
脅
ね
懲
：
:7
,

^

濟
生
衍0
皮
的
麝
.に
就
て
 

第
_

 

A

M



、第H

十
1-i
3

S)

古
代
地
會
じ
於
け
る
潜
坐
活'0
.史
的
叙
過|,
;
就
弋
 

禁

欲

A四 

:
之

日

；
。
，
脸

將

レ

滅

，

1此
賊
者
！‘當
レ
赕
=玆
石
ブ
翳
如
&
葉

|而
擧
焉
。
即
»
レ
之
。

騰

，
如=柏
：集”
.
因

，
！̂

«石
野

？

Y

;,
k
.
.
同
じ
く
又
大
岈
郡
の
海
石
榴
市
及
び
血
田
の
地
名
を

,

_

繼
■

塞

御
_

軍
_

■

欲

謹

暴

霞

土

_

_

馨

椎j
t
,

兵

。.

即

篇

卒

_
|
授
:4

翻

以

穿

•レ
山
排
％

.襲
ス
石
室
土
蜘
蛛
？：
而
悉
誅
殺
。

流
血
沒
レ
踝
。

典
作
レ

*

,
,之
處
辟
：海
»
榴
市

--
0
亦

流

血

，
之

處

日
1
1
血

03
1也
。
.
’ 

.

'

::

■

な》」

、
記
し
て
ゐ
る
の
卞
あ
る0

;
 

.

'-
i

雲
に
就
，て
は『

古
事
記』

神
武
夫
a

の
八
十
妞
征
討
の#

に「

其
：所
ょ
ぅ'
い
で
未
し
て
、
忍
：坂®

大.
W
H

到
り
ま
.せ 

る
峙
に
'.
>

尨
有
る
土
雲
八
十a

、
其
の
室
に
在
り
て
待
ち
伊
那
流
。
故
爾
.
に
、
天
_

の
御
子
の
.

命
以
て
、
.八
十
建
に 

»

を
姆
ひ
き
。
是
に
、
八
十®

に
宛
て
"

八
十
臍
夫
を
設
け
て
、■人
每
に
刀
佩
け
て
、
其
の
：臍
夫
ぎ
も
に
.

>

歌
を
|1
9

 

处
據
諸
洪
苁
斬.
れ
足
海〗

へ
セ
ま
ひ
き
。
故
れ
そ
の
土|
|

を
打
た
.

む
:̂
す
る
こ
ビ
を
明
せ
る
歌 

麵

坂
-0

、
：
大
窜
屋
に
、A ,
多
に
、
來
入b

居
b

、
人
多
！

4
、

入
A

居
も
、み
づ

^

^

;L
>

、
久
米
s

%

M

i

頭
維
”

パ«
*

.
:̂

ち
、
擊
ち
て
し
止
ま':
^

。
み
づ
.

-

^

^

:し
、
.
久
米
0

-

子
ら
が
、
頭
雄*

石
椎
も
■
ち
.
、
今
'
擊
ば
ょ̂

し
へ
r
 

/

か
ズ
歌
ひ
て
、.
刀
を
拔
き
..
1

:

1

も
ろ̂

'^

に
打
ち
殺
し
つ」
^

し
、
又
景
汗
紀
十
ニ
年
十
月
條
に
は

玆

山

有.矢
石

窟
-°
馨

鼠
.署
广

翁

も1::±
肅

蛛
1铿

有II 
三
土
蜘
-

■

云
.
.々
，
等

ど

載

つ

そ

ゐ

-

の
で
ぁ
义
ゾ
而
も
前
揭
景
行
紀
の
蝦
爽
の
如
く
ぶ
又
之
ら
の
土
蜘
蛛
の
如
く
、
當
時
に
，於
け
：

.
\
-
-る
蕃
.
拉
拔
の
.

生
.-活
狀
婊
は
/.
>
-
.
.
,
.斯
ィ
め
.，如
.-ズ
'

朱
.
1
^
蒙
味
：な
.
る
'

も
：0.
;
.で
/

の
ー
っ..た
._.の
/

で
'..办
'
る
.
'
 ̂

天
■添
民
族
の

由
宅
y
c-

雖
.
も
、
丸
太
！小S
,

等
の
程
度
を.
超
免
f2

劣
：も
の
.
に
.
'は
：非
少
。
僅
：に
森
林
を
拓
り
て
九
木
を
..組
合
，せ
之
に
蔓
览 

なV」

を
稷
ひ
た
る
、.
恰
も
後
.
世
の
.
祭
市
に
於
け
一
る
見
世
物
小
屋
の
如
き
も
の
な
洛
し
如
く
^

王
.

城
き
て
、
.
ミ
ゲ
片
づ 

^

^

使
な
名
施
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；
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あ
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；
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烈
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述
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■:
"
' 

, 

,.
 

H
r 

: 

_
' 

.

へ：
.
' 

'.
.
' 

:

r
.
\

 

.

'
集̂

：に

蒔

げ̂
菘
菜
i;
吉
備
八
e
魔
に
し
娘
め
.ば
樂
し
ぐ
も
め
る
か
な」

. 

.

云
々
^

出
て
ゐ
•

る
位
に
て
、
天
璧
を
迎' 
へ
で
の
'

製
宴
に
し
て
你
且
斯
く
か
如
し
。
、主
獵
從
殷
か
ら
书
農
從
獵
へ
の
發 

展
#

程
ば
、
こ
れ
ら
の
消
息
の
中
に
も
、
つ
.

よ
ぐ
想
，像
し
得
ら
る
、
や
ぅ
に
思
は
れ
る
，
f

 

:
 

:
 

、.
ro

し
で
次
に
、#

業
發
達
§

膨
史
釦
按
|

务
に
、
神
代
卷
、
前
揭
大
氣
都
比
資
の
五
.
穀
浏
_

0,
.

處
に
\

:

:

:

.

故
所
殺
神
於
レ
身
.生
：物

^
"於
レ
頭
生
k
。
於II 
ニ
目1

生
，•稻
秫？

於u

1
.
5
;
生
レ
梁
。
於
レ
鼻
成
1,
小

冥

於

レ

陰

生

レ

嚷

於
 

s

i

f

〔

，
 

A 

. 

.

「

,

:

.

.

;

-

•

.

:

,

:

;

.

.

.

.

.

.

ど
あ
：-
、̂
又

速

須

逢

见

傲

略

天

照

大

神

の

；營

m

0
畔
を
離
ち§

溝
を
埋
め
た
ビ

し

、
或

は

米

づ

き

女

の

ー

雙

ざ

も

あ 

b

r
ぎ
&
d
.天
照
大
猜
於
、
.天
殺
穆
其
侖
に
T;
さ
ft
た
®

_

_

#

_原
迦
*

*
藝

55
:
踩
缺
之
水
@
|1
|」

ミ
あ 

でS

威

尤

も

之

ぼ

薪

歌
；：2

撳
^
ば
.稻
_

_
レ
て
葷
ビ
解
釋
す
る)

記
紀
に
视
れ
.た
農
業
，袋

源

は

.頗
る
古
：い
も
の
，で
权

_

 

:而
&
.で『

撤

應

靡_
歡』

0,

鼓

古

郡

@

條̂;
，
€:̂
!
:

證̂

雜

_
妃

«

懂
1

昔
太

敗
i
llt
l
l卷

(

1
|七
$:
抝
他
！

1

會Li

於
け
る
經
濟
生
活
の
敗
敗
齡
過
！

J.

犹
て 

靈1

號

八

.九

.



第
二
卞
ニ
卷
S

七

寒

處

社

會
I -
;

樣

る

舞

濟

霧

の

史

的

經

過

に

就

て»
1

跋

h

-

)

處
”

.
#

邊

有

藝
(3
'

^

勑
&

#

_

哉
^

故
_

長
[0
;
1:

ぽ
^

^

奪
谷
。.
楚
股
志
許
乎
命
。‘
與

，
，
天

日

榆

命

，
ニ

»

驴

奪

此

谷
- '
0

故

日

-
奪

谷

ー

J a
友

相

奪

之

皿

—

⑽
n

稻
 

”

舂

岑$

大

神

令

レ

#
,
,
稻

於

此

岑

-~
«

0

故日
：，

稻

舂

前

マ

其
*

飛

到

之

處

。

即

號

，，糠

*-

. 

な

？

批1

叉

後

に
『

_
祝
詞
気
中
に
も「

他
田
風
_

祭」

の
分
な
ざ
に
は 

龍
田
爾
稱
辭
寛—

皇

：神

乃

；前

财

白

久

o

志
貴
島
爾
大A

島
國
知
志
皇
御
孫
命
艿o
.

遠

御

臂

長

御
_

l

o

:

免
l

a

 

爾
開
食
缴
？
：^

穀
物
乎
始
圾̂

^

乃
，公
民
液
#:

物
乎
0

草
乃
片
葉
爾
至|
0

云
 々

■
- 

S

い
ふ
の
S

る
樣u

、

S

天
麈
s

f

は
、
農
業
に
關
す
る
裏
も
次
第.に
.

5

f

 
f

櫞
I

る
。 

そ
し
て
そ
れ
ら
農
耕
の
地
が>
 

_

然
1

!

豐
沃
^

,

る
所
に
於
て
鑛
ぎ
れ.
、
主
ど
し
て
河
川
の
流
域
な
る
平
地
、

又

は

；'湖 

沼
他
畔
等
に
設
け
ら
れ
た
：る
も
奴^:あ
'

る
.

こ
ど
は
、
耕
軒
の
法
，未
だ
具
ら
ざ
る
當
時
に
.

あ
.C

V

て
、
た>

然
の̂

：

響
： 

に
_

6

だ
る
.

は
诲
ょ
|

_

.

に
：で
、'
此
れ
に
就
$

雲
，

1

國
の
堺
鳥
上
山1

ぅ
流
：れ
て」

遂
に
神
門
0

水
海
ば
入
る
ビ
述
べ
て 

此
則
所
謂
。
避
仞
河
下
也
。
河
之
幽
邊
。
或
土
地
豐
饒
ヰ
，五
齡
藥
麻

9.
_

钦
枝
°.
^

_

之
膏
腴
藺
。

ど
見
充
、
或
は『

成
昤
風
土
記』

等
に
左
の
如
き
記
錄
が
見
出
さ..れ
る
の
で
あ
る0

以
て
常
時
の
農
戴
狀
態.
な
，

「

般
分 

推
紐
,

る-
に
足
ろ
て
‘

?>
'

:

ぅ
0
.
. 

,

,

'
:

夫
常
陸

國

气

媿

翁

鬆

。
地
派
緬
邈.。
土
墙
沃
塡
ノ
0
+肥
衍
。
.
_之
處
。
山
海
之
利
。
人

人

鼻

家

家

..

設
有
■

■

;.
»

#

:

^

^

”

魴
1〖

.者
:;
|
1
'

°;立
別
可
レ
収
"
常
©
？
自
然
應
ド
免
-贫
窮
ー
況
復
农
ニ
鹽
t
ti
f
ĉo
左
レ 

レ

海
。
植
レ
桑
稱K

麻
。
後

レ

野
前

レ

股
。
所
謂
水
陸
之
府
藏
。
物
產
之
膏
腿。
古
人
日
s'

常
t
之
國f‘m

疑
ゼ
地
。

€

热
'

ず
有
水
ー

^

^

ボ

中

多4: 
:

^

^

暮
_

^

^

#

;

10
?

|

#

^

き
,

^

^

,

_

氣̂

^

穀

竄

豐

擒

^

^

_

パ

 

0
1

)

ミ
ヤ
ケ
及
び
タ
ドn

o

に
就
て 

*

羅

«

に

於

げ

；
る

民

族

制

度

並

信

當

_

に
於
け
ろ
農
業
發
達0
史
的
馨
過
の
推
考
に.

關

聯

し

：て
、

ざ

ら

に

一

考

 

す
べ'

き
へ
も
の
：

‘

、
：
ミ

ャ

ケ

及

« '

辟
.

ド
ノ
コ

^

に：
^

^
 

:ン

ミ-
ャ
.

ケ
^

.

は
、
令

：2
(?
>

所
謂
，御
■

地
ビ
.

い
.

つ
た
や
ぅ
な
意■

の
も
の
.

で
あ
-

ク
て
、
當
畤
朝
靡
領
の
由
を
紀
タ
田
ビ
稱 

し(

即
ち
1

觀
1

田
0

*

味
に
て
、

御
田
、.
H

田w
:

ぢ
書
く〕

こ
の
、、、
タ
を
耕
作
す
る
人
々
を
田
部
ビ
い
ひ
、
而
し
て
そ 

办
牧
貔
穀
#

貯
藏
0:
^

‘め
に
說
げ
ら
れ
た
る.
納
^

 

然
ら
ば
ミ
ャ
ケ
ミ
は >
 

も
ど
放
納 

穀
物
.

貯
藏
の
た
办
ば
課
げ
：らt t
た
る
小
®

-

で
办
つ
た
も
の'
で
あ.
る.
が
、
こ
の
屯
倉
が
始
办
て
作
ら
れ
た
の
は
筵
仁
朝 

に
旗
目
邑

(:
:

設
廣
せ
，ら
れ
た
も0'
ヤ
あ
る
？
：い

今
«

は
屯
'

営
は
.龈
夜
氣
な
り
ど
し
て
ゐ
る
の
で
あ
るが
、
そ
れ
ょ 

h
y
 ̂
S

ミ
ャ
ケ
ミ
い̂

言
葉
は
'、
«

に
.

范
倉
^

.
稱
す
，る
，こ.
§
ょ

'
:

^
«
,-
9

で>.

そ
^

屯

倉

沂

主

+
の

屯

田

I
,

啓
0

地
を
總 

て
#

め
て
ミ >

 

ヶ

も

ぃ

：
ふ

_

に

な'
つ
：
た

の
.
セ
あ
る
。
之
は『

揄
磨
風
土.
E

,

が
、
そ
‘の# :

磨
郡
脸
和
盟
0

所
ザ 

,
所

3以
稱

“
#磨
.御
宅1

激
。
大
齋
天
皇
御
世
。
遺
1
1
A
喚

1
1像
。
、
出

雲

ゃ
#
«。「

因

_

©
馬

3£
國
造
等
誠
時
五
：
 

,
.國造
郎
以
こ
召
使
1滹
-:
'水
爭

1而
向

崇

芩

以

■
爲
レ
罪
。■
即
退a

於

薔

國I

令
レ
作
ゾ
田
也
。
此
陳
所
レ
作
之11
:
?

)

即
號
-

意
伎
田
。
出
養_

。"
：鲁

®

。：
因
'
幡
田
。
、
伹
塒
田
肌
多
职
挪
如̂

修

を

即

驗

傭

廳

御

宅̂

莫

^

賀 

■

和
S

I

.

:

:

士

，記
じ.
て
ゐ
る
こ
ど
に
ょ
つ
て
も
知
ら
る
、
で
あ
ら
ぅ
。
斯
く
て
ミ
ャ
ケ
は
各
地

•
に
於
け
る
朝
廷
領
の
也
：そ
れ
全1®: 

を
i

- t
:
:ダ
V
ビ
>
な
つ
だ
资
で
办
る。
®

取
ニ

 

士1
#

 

.

2
.

七
；七

)

说
代1
會
| ^
.

於
け
务
經
蘩
活
の

.

炎
的
總
過1

.

1就
て
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{號

九
.
.

I



•

箜
十i

i

嚀

c
i
l

七3

」

古̂

經

藝

_

^

^

經
敏

|-
;

歟
て
.
，

 

M

0

.

九
杂
で

ャ.
ヶ
は
又
«

宅

！1:1;
等
^

&

.

せ
る
は
、.
今
弓
丹
せ
も
.風
土
記
中
に
も
；あ
る
通
り
に
で
、
'

或
.
は
官
家
;'
»

TU

宅
、
三
家 

な
^

、
&:
*:

か
れ
て̂

0

 

0
-
.

こ
の
ミ
ャ
ヶ)U
鹿
す
る
人
々
を
田
部<

い
ふ
。
現
に

タ

ミ

ビ

い

ふ
言
葉
は
こ
の
'田
部
ょ
り
出
で
し
も
の
な
ら
む

ど
 

0

へ
，■&
れ
て
ゐ
る
が
、

『
古
_

記』

，に「

此
之
御
世
て
定
，£

部
—0

又
定
，取
之
淡
水S
.

又
事
勝
之
.
大
伴
部
？
又

裘
倭 

屯
家
？

」

云
.

々
ビ
か
"

景
游
膝
に「

ダ
^

國V

興
6

部
.

屯

，倉

？

」

云

々

ど

あ
.

る

如<.
.

、

最

行

：
天

皇

の

W

分

ょ

り

段

々

ど

各
 

地

に.
こ
0.

屯

倉.
が

出

來

て

狩
.

つ
た
や
ぅ
に
见
訇
る
。
後
，に.は
朝
隹
S

G

g

ff
i

せ
し
め
，た
か
も
の‘
、
又
は
#

地
の
M

-

 

縣
主
等
に
命
じ
て
献
上
せ
し
め
た.る
ぃ
も0:
ゝ
外
、
地
力
豪
族
の
臜
罪
の
代
偾
ビ
し.7:

献
上
せ
し
め
た
る
；も
等
な
ざ
も

:

猶
此
0:

外

朝

輕

の
±

地
<?
«

、"
御
名
代
御
芋
代
の
あ
り
た
る
辦
は
前
號
ヒ
於
て
.

、
.

品
部
の
.
說
嗎
の
#

記
し
®

ぎ
：
 

た
.
.る
.
が
、
さ
ら
に̂

供
ガ̂

宋
毫
に
直
藤
ず
冬
御
嗷
が
み
つ
た
の
で
あ
：る
.。
此
れ
は
高
市
、
寫
城

r
^

市̂

®

成
，
；，
 

山
邊̂
.

會
布
の
龙
和
國0

六

傷

爾

に

_

ら

昨

杞

^

ば
、
之
を
六
0

御
縣
：ぢ
稱
し
た
。
-『

祝
詞』

の
中
に
.も

：：「

廣
瀬
太
辱 

祭
：.1
に
£"
.
の

翁
&

_

の
六
つ
の
御
縣
が
載
や
て
ゐ.る
0 

. 

:

:

:

倭
國
能
六
御_

乃
ゃ
山
ロ
财
坐
婁
神
等
前
贿
。

皇
御
孫
命
能
吏
兄
乃
赏
.

平
，。
明
妙
照
妙
刺
妙
荒
妙:^
色

罈
1:
-

楣
_

 

.M
_

,如
«
奉
者
。
皇
御
#
等
乃
擻
坐
须II
I山
乃
自
ロ
。
狹
久
那
多
利
爾
下
賜
水
乎
。
廿
水
赀
受
而
。
天
下̂
^

g
.

.

乃
脱
#

嫌
紙
都
御
歲
乎p
. 

荒
水
爾
不
相
賜
。
汝
命
乃
成
幸
瞧
賜
1

‘初
穂
济
汁
補
挪
ヲ‘
聰
乃
轉
高
知
遥
乃
腹：
-

濃

弓

如

横
 5

 

打

齧
 

l

l

,

5

m !

ッ i

I K
-

A f
“

£

 

か 
i

t

7j
o

-

r

i。
f

i

g

 

今
中

某
月
某
日
9

諸
參
出
來
思
.。
皇
御
祌
前
爾A
f*
r

»3

頸
根
築
拔
抵"

朝
日
乃
豐
:t
:l

爾
■
.

齡
.1 ,
'

$
衫
。
.神
虫
/
^
等
諸

然
る
に
、
當
時

天

蛊の
支
配
權
は
、.
こ
れ
：ら
朝
廷
領
の
上
に0

み
及
む
だ
の.
で
あ
つ
て
、
地
方
豪
族s

又
は
a：
朝
：
 

の
貴
族
«

稃
が
有
す
本
私
有
地
連
食
出
雜$

い
：ふ
，

>
:

の
上
.

に
«

及
^

な
か
つ
'/
2

の
.
で
あ
.

る
か
&

:■
>

長
き
問
に
は
、
彼 

等
の
#

力は各地に双ヤるものビなつ，
たのである。殊に國造や伴辕の

_

き
^

^
■

に

あ 

卞
む
#
龜

铋

、遂
.

に
は
.そ
'0
管

紫

餘

：
領

す
る

所
の
部
の
民
並
に
咎

氏

族に
對
し
て
、
恰
も
:[
1
1
:
^
君
ま
の
«

き
»
:̂
$ 

權
勢
ヒ
を
舞
る
に
苗
ぅ̂

る
も
の̂

働
か
ら
ざ
る
，
'
ベ
ぐ
、
ヌ
願
肉_
强
食
の
そ
の_
晚
代̂

あ
り
て
‘
は

、

她

方

，豪

族

な

ざ
 

«

或
減
§

:i
f

よ
4

、
或
《
攻
擊
に4

つ
て
そ
の
附
近
を
次
第
に
併
呑.し
、
又
そ
の
私
民
を
使
役
す
る
こ^
'

に
.よ
つ 

S

^

.

M

S

i

^

k

>

>

强
大
な
る
勢
力
を
扶
殖
す
る
に
至.つ

た

の

で

％

る
，
。

.

殊
に
、
氏
—

.度
の
時
代
に
.あ 

ヵ
：て
：は
、
何
れ
名
靜
つ
：
論
き
典
姓
#

求
め
む
^
を
欲
し
たれ

，ば

、

國
造
そ
の
外
の
地
方
聚
族
ヌ
中
央.の
«
背
は
赠 

^

^

維
せ
'

名
：土
地̂

浪
毛
：尠
か
ら
ざ.
る
べ
ぐ
"

そ
れ
に
よ̂

て
&

^

の
貴
族
は
さ
ら
に
そ
の#

カ
.
を
增
大
し
.
、
遂

に

.
、 

中

に

は*

だ

巨.
太
^

:

る
ー
土
：地

宾

人

：
民

：

<

を
 ̂

.
:そ
：
の
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烈
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。
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營
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榮
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仁
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菊
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追
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.
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總
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參
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。
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佐
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嫩
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參
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